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編集の実務と版下作成を担当してくださっている乗山悟氏のご努力の賜物と感謝申し上げ

ます。巻頭論文は、藤田祥道氏の一連の「大乗経典仏語論」に関する論考の最終部分であ

ります。同氏はこれら一連の論文により博士論文を作成し龍谷大学文学研究科に提出して

おられ、後は審査を待つだけになっております。いずれ著書として公刊されることを願っ
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頂き、掲載いたしました。律研究者だけでなく、古典文献を通じて仏教を研究する若い研

究者にとって「方法論」を具体的に示されたものとして多くの人に読んでいただきたいと
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第 １ 号第 １ 号第 １ 号第 １ 号（品切れ）神子上惠生／唯識学派による外界対象の考察 (2)—TattvasaMgraha と

TattvasaMgrahapaJjikA の 23 章外界対象の考察— 若原雄昭／仏教とのジャイナ教批判(2)—— 藤

田祥道／『五百頌般若経』について—試訳（承前） 那須円照／有部の形実有論と経量部の形

実有論（上） 原田和宗／＜経量部の「単層の」識の流れ＞という概念への疑問(I) 
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